
50 cm アルミフロア扇 

OPF-50AF 

取扱説明書- 



このたびは、弊社 r 50 cm アルミフ□ア扇 OPF — 50 AFJ をお買い上げ頂きましてまことにあ tj がとうこ‘ざいます。 
こ•使用前に必ず取扱説明書をお読みください。なお、この取扱説明書は大切に保管してください。 
































安全上のご注意 


♦こ’使用になる前に、安全上の注意をよくお読みの上、正しくお使いください。 

♦ここに示しました注意事項は、守らないと人身事故や、家財の損害に結びつく重大な内容を記載して 
お y ますので、必ず守つてください。 

♦お読みになつた後は、お使いになる方がいつでも見られる場所に保管してください。 

~~表示と意味にっぃて^^- 


表示 

表示の意味 

A 

警告 

誤った取 y 扱いをすると、人が死亡または重傷を負5危険性が想定される 
内容を示しています。 

A 

注意 

誤っ;£取り扱いをすると、人が傷害を負ったし丄物的損害の発生*‘聰定される 
内容を示しています。 


図記号 

をの例 

図記号の意味 


分解禁止 

® の記号は、禁止の行為を示します。（してはいけないこと） 

具体的な禁止の内容は、文章や絵で示します。 

左図の場合は、 r 分解禁止」を示しています。 


プラグを抜く 

參の記号は、行為を強制し； £ y 指示する内容を示しています。 

具体的な強制内容は、文章や絵で示します。 

左図の場合は、 r 差込プラグをコンセントから抜く」ことを示しています。 


A 警告 


③ 

改造禁止 

絶対に改造はしない。火災 • 感電 • ケガの 
恐れがあし」ます。 

❶ 

100 V 使用 

電源は、交流 100 V を使5。交流 100 V 以外の 
電源を使ラと、火災感電の恐れがあし」ます。 

③ 

分解 • 修理禁止 

修理技柿渚以外の人は、分解•修理をしない。 
火災•感電.ケガの恐れがあし」ます。修理は 
お買い上げの販売店にこ•連絡ください。 

愈 1 

ブラグを抜く 

清掃•点検の時は、スイッチを切し」差し込み 
ブラグをコンセントから抜く0濡れた手で抜き 
差ししない。感電の恐れがあし」ます。 

⑩ 

接触禁止 

運転中は危険ですので、羽根の中に物や指を 
入れない。ガードを外して運転しない。 
回転中の羽根で指が切断される重大な傷害や 
事故の原因になし j ます。 

❶ 

ホコリを取る 

差込ブラグの刃および、刃の取付面に付着 
したほこし」は、きれいに拭き取る。 

火災の恐れがあし」ます。 

使用禁止 

ご使用中に、回転停止 • 異常音 • 振動 • 
異臭等が発生した時は、直ちに使用をやめ 
スイツチを切リ、差込ブラグをコンセントから 
抜く。火災•感電の恐れがあし」ます。 

水かけ禁止 

製品には、水や、洗剤等をかけた y 、 吹き 
付け;£し J しない。漏電によし J 、 火災、感鼋の 
恐れがあし」ます。 
























注意 


❶ 

設置場所 

平らで強度のある安定した場所に設置する。 
傾きが10度以上の場所や振動のある場所で 
使用しない。首振し」の際に周囲に障害物が 
ないことを確認する。 

使用禁止 

電源コードや差込ブラグが傷んだ y 、 
コンセントの差し込みがゆるい時は使用 
しないでください。感電やシヨート、発火の 
原因にな y ます。 

Q 

使用禁止 

換気扇としては、使用しない。ダクトや 
筒状の中等で使用しますと、モーター樹1や 
羽根が損傷する恐れがあし J ます。 

Q 

使用禁止 

揮発性可燃物（シンナー • ガソ ij ン等）の 
近くでは絶対に使用しない。殺虫剤•掃除用 
スブレーなどを吹き付けない。引火 • 変質 
•破損する恐れがあし」ます。 

ブラグを持って抜く 

差込プラグを抜くときは、コードを持たず 1こ、 
必ず差込ブラグを持って引含抜く。ブラグが 
傷んでいるときは使用しないでください。 

使用禁止 

屋外の雨水のかかる場所や、直射日光下 • 
高温多湿の場所での使用は避ける。また 
火気には近づけない。絶縁劣化による感電、 
漏電、火災•故障の恐れがあし J ます。使用 
環境の温度範囲は、 0° C 〜 4 0° C です。 

念 

ブラグを抜く 

こ•使用後は、差込ブラグをコンセントから 
抜いておく。絶縁劣化による火災•感電の 
恐れがあし」ます。 

〇 

接近注意 

運転中は本機に近づかない。特にお子様は 
危険です。 

ネクタイ • 手袋 • カーテン等が巻き込まれ 
ないよラに注意してください。 

❶ 

保管注意 

湿度の高いところ、雨のかかるところ、 
直射日光のあたるところは避ける。お子様の 
手の届かないところに保管してください。 

❶ 

取し」扱い注意 

取し」付け、お手入れの時は、雜を着用する。 
ケガの恐れがあし」ます。 

〇 

配線注意 

雪力は雖コンセントから取る。やむを得ず 
延長コードを使用する場合はできるだけ 
短い長さでこ•使用ください。 




【用途】 

♦工場内の換気 • 粉じんの排除や機械の冷却、換気等に 


【特長】 


♦サーマルブ□テクター（復帰式過熱保護装置）付きモーターを使用してお y ますので、安心してご使用いただけます。 
モーターが異常発熱すると、自動的にモーターが停止します。モーターの温度が下がると自動的にモーターが回転 
します。 

※本機から離れる際は必ず本体の電源を切 y 、 電源プラグをコンセントから抜いてください。サーマルブ□テクターが 
働いている場合、電源が入つ;£ままですと不意な始動があ y 事故やケガの原因となる恐れがあ y ます。 

♦ダイヤル式スイッチによ y 、 風量を 3 段階に調節できます。 












【梱包内容】 


※大きさは実寸比と異なし」ます。 


【各部の名称】 



①本体 X 1ケ 



②固定ビス X 1ヶ 
(羽根用 • 予備） 


取っ手 



ゴム脚 


【アース】 



アースは他の電気器具と共用した y 、 ガス管 • 7 K 道管 • 避雷針 • 電話のアース等への接続は 
絶対に行わないでください。大変危険です。 

アースエ事（接地工事）を新たに行ラには、電気工事士の資格が必要です。アースエ事を 
行ラ場合には、電気工事店にこ‘相談ください。 


本機を安全にこ•使用いただくため、差込ブラグに付いているアース 
クリツブで必ずアースをとつてください。 

※漏電等による感電事故防止のため、アースは必ずとつてください。 


【操作のしかた】 


1 スイツチ 

•スイツチは3段階に風量力’願整できる3速スイツチになつてお y ます。 
「弱•中•強 j のダイヤルを回すと運転を開始します。 

「切』にすると運転を停止します。 




2 上下角度 

•上方向に約80°、下方向に約30°角度を調整することができます。 
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【仕様】 


品 名 

50 cm アルミフ□ア扇 

型 式 

OPF -50 AF 

電圧*周波数 

AC 100 V 50/60 HZ 

風量調整 

強 

中 

弱 

電 流 （ A ) 

0. 93/1 . 01 

0. 62/0. 7 6 

0. 52/0. 60 

消費電力 ( W ) 

88/104 

63/79 

53/63 

風速 ( m/m i n ) 

237/265 

212/210 

198/176 

風量 ( m 3 /m i n ) 

130/146 

117/116 

103/97 

上下角度 

約110度 

コード長さ 

VCTF 0.75 mm 2 約 2. 4 m 

フアン径 

50 cm 3枚羽根(アルミ製） 

本体寸法 

幅6 2 X 奥行き2 4 X 高さ6 0 ( cm ) 

質 量 

約 5. 2 kg 


※商品の外観 • 仕様は改良等の e め、予告なく変更されることがあ y ます。 


【保守と点検】 

羽根、ガード、モーターにホコリが付着しますと、異常音•振動•モーター過熱などの原因とな y ます。下記手順に 
従って、各部の清掃を行ってください。 

• モーター表面のホコリは掃除機で吸い取ってください。 

•羽根、ガードの汚れは、薄めた中性洗剤に浸し、固くしぼっ e 柔らかい布で拭き取 y 、 さらに乾いた布で洗剤が 
残らないように拭き取ってください。 

•長時間使用しない場合は、スイッチを切 y 、 差込ブラグをコンセントから抜いてください。ま e ホコリがつかない 
ように本機にビニール袋等をかけて保管してください。 


❶ 

取扱注意 

清掃•点検の際は、スイッチを切 y 差込プラグをコンせントから抜いて、羽根の回転が 
止まっ庀ことを確認してから行ってください。 


Q 

取勘損 

本体や羽根などを拭く場合は、タワシ • 5开磨剤 • ペンジン*シンナー等をこ使用にな y ますと、 
塗装面の剥離や変形 • 破損を引き起こしますので、使用しないでください。 

羽根に貼付された注意シールをはがした y 、 文字を消さないでください。 
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【トラブルの原因と対策】 


故障の種類 

原 因 

対 策 

スイッチを入れて=&羽根が 
回転しない。 

•差込プラグがコンセントに正しく差し 
込まれていない。 

• コンセントに差し込まれているか点検。 

• 電源コードに傷等がないか点検。 

• モーター*スイツチの故障 

• お買い上げの販売店にこ•連絡ください。 

運転中に異常音や振動が 

• 羽根の固定ビスがゆるんでいる。 

• 羽根の固定ビスを締め直す。 

•ガードリングのゆるみ。 

• ガード IJ ングのネジを締め直す。 

• 固定ネジのゆるみ。 

• 各部固定ネジを締め直す。 

• 設置場所が不安定。 

• 安定した強度のある場所に移動する。 

羽根の回転が遅い。 

• 電圧が低い 

•正しい電圧で使用する。 

• 延長コードが長すぎる。 

•延長コードは使用しない。コンセントから 
近い場所で使用する。 


♦上記の点検をしても症状が変わらないときは、事故防止の e め、直ちに使用を中止し、差込ブラグをコンセントから 
抜いて、お買い上げの販売店べ修理をこ•依頼ください。 

♦こ•自分で分解 • 修理は危険ですから、絶対にしないでください。感電 • ケガの恐れがあ y ます。 


本製品はサーマルブ□テクター（復帰式過熱保護装置）付きモーターを使用してお y ます。 

モーターが異常発熱すると自動的にモーターが停止し、モーター温度が下がると回転し始めます。 

度々このよラな症状が出ましたら、使用を止め、お買い上げの販売店にご連絡ください。 

※サーマルブロテクターが作動し復帰すると、羽根が自動的に回転し始めますので、十分ご注意ください。 


















工場扇についての重要なお知らせとお願い 

長期間こ’使用の工場扇では、電源コード • モーター • コンデンサ等の電気部品の経年劣化による発熱 • 発煙 • 発火の危険性があ y ます。 

こ‘使用前には必ずこ•確認いただき、次のよ5な症状がある場合には、直ちに使用を中止してください。 

工場扇は工業用機器です0 -般家庭でのこ使用に比ぺると、過酷な環境で長時間こ使用に 
なることが想定されます。こ使用前には必ず点検をし、異常がないことをこ•確認ください。 
また、こ•使用にならないときは、必ず差込プラグをコンセントから抜いてください。 
長期間差込プラグをコンセントに差し込んだまま放置しますと、トラッキング現象（差込 
プラグとコンセントの間にホコリが溜まり、湿気が加わると火花が発生しやすくな LJ ます。 
ホコリが焦げて炭化すると、『トラック J と呼ばれる電気の道が作られ、そこから放電 
して発火する現象のことをトラツキング現象といいます。）が起こる危険性があります。 


_電源を入れてち羽根が回転しない。 

參電源を入れると異常音や振動がある。 

•モーター部分が異常に熱い、または焦げ臭い。 
•羽根の回転が異常に遅い、または不規則に回転する。 
籲本体 • 羽根が変形している。 


株式会社ナカト S 

亍 382-0836 長野県上高井郡高山村大字高井6445番地2 
•商品についてのお問い合わせは「お客様相談窓口」までご連絡くださし、。 


お客様相談窓口 TEL . 026-245-3105 FAX . 026-248-7101 


受付時間10:00〜12:0013:00〜 17:00( 土 •日 • 祝日を除く） 


2012.01 







